








要約：成人年齢に達した小児期発症の IDDM では，高頻度に網膜症を主とした早期合併症を

認めるが,合併症の出現や進行には長期にわたる血糖コントロールの良否が影響する。長期

にわたって良好な血糖コントロールを維持するには,個々の症例に適した心理指導や患者

教育が必要であり,そうすることによって成人期以降合併症に悩まされることのない健全

な生活が送れるものと思われた。 


